
2024年度
さる7月24日に開催されました組合会
において、2024年度決算が承認されま
したので、その概要をお知らせします。

決算のお知らせ

収入 55億70百万円
52億40百万円
+3億30百万円

支出

収支

一般勘定〔健康保険〕

介護勘定〔介護保険〕

◆収入 ◆支出

◆収入 ◆支出

皆さまからお預かりした保険料を適切に活用し、次の基本方針等に
基づき事業を運営しました。
❶加入者のセーフティネットとして、生活の安定に貢献すること
❷加入者の健康の保持増進に寄与すること

●準備金・積立金が当健保で適正と考えるレベルを大きく超
えたことへの対応として2022年度に引き下げた保険料率
（83.84‰→60‰）を、2023年度に引き続き据え置いた。
ただし、保険料率引き下げ時の想定通り、準備金・積立金
が減少し、適正水準に近づきつつあることから、3～5年後
を目途に保険料率の調整（引き上げ）を行う予定である。

●加入者との双方向コミュニケーションを実現するため、個
人向け健康ポータルサイト『MY HEALTH WEB』（MHW）
を2023年度末に開設した。この登録率について、当年度
期初には33％の低い水準であったが期末時点で62%
（被保険者70％、被扶養者44％）に改善した。

主なトピック

事業運営における基本方針

保険料
3,999百万円
皆さまと事業主さま
から納めていただい
た保険料は健保財
政の主たる財源。

納付金
2,206百万円
高齢者の医療費を
支える費用。対前年
度76百万円増加。

その他
283百万円その他

1,571百万円
保健事業費
320百万円
皆さまの健康維持・増進に
つながる事業費用。

保険給付費
2,432百万円
皆さまの医療費に
充てられる費用。対
前年度116百万円
増加。

 科　目 決算額（百万円）

 合　計 786

介 護納付金 786889
95

介護保険収入
そ の 他

 科　目 決算額（百万円）

 合　計 984

198百万円の黒字

経常赤字▲10億38百万円を前年度繰越金242
百万円、別途積立金繰入額11億円でカバーして
330百万円の最終黒字となった。

決算の
Point

被保険者数 6,466人
保険料率 6％

一般勘定基礎数値

法定準備金残高 1,904百万円
別途積立金残高 5,656百万円

決算残金

保険料率 1.80％
介護勘定基礎数値

介護準備金残高 2億円
決算残金

●マイナ保険証への移行に向け、「資格情報のお知らせ」「資
格確認書」を対象者に交付するとともに、マイナ保険証の
普及活動に取り組んだ（2025年4月時点の武田薬品健
保のマイナ保険証利用率36%、全国平均34%）。

●厚生労働省が作成した「2024年度版スコアリングレ
ポート（2023年度実績分）」において、「健康状態」と「生
活習慣」は例年通り全般的に高評価を受けた。

●当年度は、健康度を表す指標である「健康年齢」を使った加
入者への意識付け、各種の勧奨通知、子宮頸がんの原因と
なるHPVウイルス自己検査、新型コロナウイルスワクチンの
接種費用補助など新たな保健事業に積極的に取り組んだ。

経常収入 40億85百万円
51億23百万円
▲10億38百万円

経常支出

経常収支

開始はいつから？
　子ども・子育て支援金は2026年４月分保険料（５月納付分）から、一般保険料・介護保険料と合わせて徴収する
ことになります。

一般保険料 介護保険料
（介護納付金分）

子ども・子育て支援金
（子ども・子育て支援納付金分）＋＋

※健保組合は、子ども・子育て支援金の代行徴収的な位置づけになります。

2026年４月分からの保険料

支援金は何に使われるの？
　「こども未来戦略」において、我が国の少子化対策を本格化するためのさまざまな施策が盛り込まれた「加速化プ
ラン」が策定され、支援金はその財源を担うものです。具体的には、児童手当の抜本的拡充、妊婦のための支援給付、
出生後休業支援給付率の引き上げ、育児時短就業給付の創設、こども誰でも通園制度、国民年金第１号被保険者の
育児期間に係る保険料免除措置等に充てられます。

どれくらいの負担になるの？
　支援金は2026年度からスタートし2028年
度まで段階的に上がり、2028年度の子ども・
子育て支援金の加入者1人当たり平均月額は
450円を想定されています。報酬に応じ負担額
は異なり、健保組合は共済組合に次いで負担
が多くなる見込みです。

詳しくは、こども家庭庁のホームページをご参照ください。
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomokosodateshienkin

負担する対象者は？
　社会保険に加入しているすべての人が対象となります。

子ども・子育て支援金子ども・子育て支援金2026年度
START！ 子ども・子育て支援金制度が2026年度からスタートします。

子どもや子育て世帯を全世代・全経済主体で支える新しい制度です。

2026
年

2027
年

2028
年

2029年以降

＜支援金率・支援金の負担イメージ＞

公告
議員に異動がありました（敬称略）

辞任 新任

飯田 栞利 武田薬品工業株式会社選定議員 久司 美穂 武田薬品工業株式会社 2025年5月1日
氏名 事業所 異動日氏名 事業所
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